
８
月

日(

日)

、
毎
年
恒

ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
噴
水
ボ
ー

例
の
母
子
父
子
家
庭
ハ
イ
キ

ル
遊
び
、
ト
リ
ム
広
場
、
風

ン
グ
に
出
か
け
ま
し
た
。
今

力
１
号
機
、
観
覧
車
、
ス
ー

年
は
、
諫
早
市
の
山
茶
花
高

パ
ー
チ
ェ
ア
、
バ
ッ
テ
リ
ー

原
ピ
ク
ニ
ッ
ク
パ
ー
ク
へ
母

カ
ー
、
ワ
ク
ワ
ク
遊
具
、
他

子
家
庭
と
父
子
家
庭
の
親
子

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
ク
タ

名
の
参
加
で
し
た
。

ク
タ
に
な
る
ほ
ど
遊
び
、
と

山
茶
花
高
原
ピ
ク
ニ
ッ
ク

っ
て
も
楽
し
い
一
日
を
す
ご

パ
ー
ク
で
は
、
押
し
花
キ
ー

し
ま
し
た
。

２
日
目
が
、
障
害
の
あ
る
方
に

声
を
出
す
こ
と
が
当
た
り
前
の

よ
る
講
話
、
視
覚
障
害
者
の
方

よ
う
に
思
え
て
き
ま
し
た
。
」

の
買
い
物
介
助
、
ア
イ
マ
ス
ク

「
障
害
者
や
お
年
寄
り
と
の
ふ

体
験
、
点
字
・
手
話
体
験
。

れ
あ
い
を
通
し
て
、
一
人
一
人

子
ど
も
た
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

最
後
に
２
日
間
の
体
験
を
通

に
特
徴
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

ア
活
動
に
関
心
と
理
解
を
深
め

し
て
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
い

が
工
夫
し
て
生
き
て
い
る
こ
と

て
も
ら
お
う
と
、
８
月
１
日
～

２
日
の
２
日
間
、
子
ど
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。毎

年
夏
休
み
に
行
っ
て
い
る

こ
の
教
室
で
す
が
、
今
年
は
市

内
の
小
学
６
年
生

名
が
参
加

ま
し
た
。
初
め
て
経
験
し
た
こ

を
知
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
々

し
ま
し
た
。

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
「
目
の

の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
小
さ

教
室
の
内
容
は
、
１
日
目
が

不
自
由
な
方
と
買
い
物
に
一
緒

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
始
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
講

に
い
き
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
」
な
ど

義
、
高
齢
者
・
障
害
者
施
設
へ

し
て
な
か
な
か
声
が
出
ま
せ
ん

色
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
り
気
づ

の
訪
問
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
。

で
し
た
。
け
れ
ど
な
れ
て
き
て

い
た
り
し
た
よ
う
で
し
た
。

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ
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発行 社会福祉法人島原市社会福祉協議会

本所 島原市霊南一丁目１７番地
（島原市福祉センター）
TEL 0957-63-3855

支所 島原市有明町大三東戊１３５２番地１
（島原市有明福祉センター１階）
TEL 0957-65-9090

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.shimabara-shakyo.or.jp

メール info@shimabara-shakyo.or.jp

■障害児デイサービス事業所

・島原市通園施設 あいあい

電話６３－５１４４

島原市下川尻町７８９５

（長崎県島原病院別館 地下1階）

島原市社会福祉協議会では、高齢者や障害のある方に介護

サービスを提供しています。また必要に応じて他の事業所の

サービスも紹介しています。

介護のことで困ったら、お気軽にご相談ください。

介護のことで悩んでいませんか？

■島原事業所

・居宅介護支援（介護計画作成）電話７３－９１１１

・ホームヘルプサービス 電話６５－５５３０

島原市霊南一丁目１７番地

（島原市福祉センター内）

■有明事業所

・デイサービスセンター真心

電話６５－９０９１

島原市有明町大三東戊１３５２-１

（島原市有明福祉センター内）

あなたの募金は、あなたの

赤い羽根共同募金は、あなたの町の子どもたち、

高齢者、障がい者などを支援する

さまざまな福祉活動に役立てられます。

災害時には、「災害ボランティアセンター」の設置や運営など、

被災地支援にも役立ちます。

今
年
も
共
同
募
金
運
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

始
め
て
い
こ
う

子
ど
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室
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▲

点
字
で
自
己
紹
介
の

文
章
を
書
い
て
み
ま

し
た
。

▼

目の不自由な方の介助を

しながら買い物に行って

きました。

いっぱい遊んできました!!

母子父子家庭ハイキング
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香
典
返
し

酒
井
澄
晴

大
三
東
甲

本
田
文
克

白
土
町

中
野
敏
江

有
馬
船
津
町

髙
木
正
秀

新
湊
一
丁
目

横
田
健
秀

稗
田
町

山
本
由
美
子

大
下
町

宮
谷
文
明

南
崩
山
町

(

資)

丸
美
屋
服
装

三
浦
富
雄

万
町

内
藤
登
志
夫

下
折
橋
町

荒
木
紀
子

大
手
原
町

本
田
靖
幸

湯
江
丁

上
田
恵
江

北
安
徳
町

上
田
好
雄

長
崎
市

倉
本
律
子

雲
仙
市
国
見
町

福
山
義
之

緑
町

林
田
フ
ジ
子

江
里
町

鐘
ヶ
江
ヤ
エ
ノ

船
泊
町

上
田
順
一

白
土
桃
山
一
丁
目

吉
田

満

大
三
東
甲

芳
野
和
行

湯
江
丁

永
田

誠

新
建

小
島
敏
朗

湊
町

田
浦
昌
和

下
宮
町

荒
木
法
子

弁
天
町
二
丁
目

松
田
州
令

浦
田
二
丁
目

吉
田
さ
え
子

浦
の
川

本
多
正
典

城
内
三
丁
目

吉
田
美
智
枝

北
門
町

丸
山
弘
子

新
山
三
丁
目

松
本

泰

大
三
東
戊

堀

利
久

湯
江
乙

松
本
信
也

六
ツ
木
町

坂
本
晴
美

江
戸
丁

９
月

日
、
長
崎
県
総
合
福

井
上
カ
ネ
ミ

秩
父
が
浦
町

生
田
健
蔵

杉
山
町

祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い
て

岡
村
芳
久

千
葉
県
松
戸
市

松
尾
亮
子

城
見
町

財
団
法
人
川
崎
清
老
人
福
祉
基

畑

ミ
ス
ヱ

湯
江
乙

三
浦
タ
ミ
子

寺
中
町

金
よ
り
島
原
市
社
会
福
祉
協
議

本
村
茂
幸

新
山
二
丁
目

上
田
幸
枝

大
三
東
戊

会
に
対
し
、
福
祉
活
動
用
車
両

渕
上
ミ
ス
ヱ

城
見
町

金
子
一
義

六
ツ
木
町

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
尾
豪
彦

湊
新
地
町

久
間
博
子

城
見
町

同
財
団
は
、
昭
和

年
の
長

鈴
木
雅
彦

北
九
州
市

川
口
富
喜
藏

原
町

崎
大
水
害
の
折
に
全
国
各
地
か

札
田
勇
作

長
貫
町

金
子
浩
幸

大
三
東
戊

ら
届
い
た
見
舞
金
を
元
に
創
立

松
田
和
治

湯
江
丁

宮
﨑
保
孝

秩
父
が
浦
町

さ
れ
、
県
内
の
福
祉
事
業
推
進

米
田
紀
子

白
土
町

馬
場
幸
子

下
新
丁

の
た
め
に
、
多
額
の
助
成
金
や

中
川
元
綱

南
島
原
市
西
有
家
町

尾
崎
シ
ヅ
カ

湯
江
丁

市
町
社
協
な
ど
へ
車
両
の
贈
呈

本
田
隆
司

浦
の
川

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
野
公
子

新
湊
二
丁
目

一
般
寄
付

島
原
市
社
協
で
は
、
地
域
福

藤
田
昭
比
古

今
川
町

島
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

祉
活
動
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

松
本
清
徳

梅
園
町

鶴
田
貞
孝

高
島
二
丁
目

24

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成

年
６
月

日
～
９
月

日

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

14

20

2012年10月 し ま ば ら 社 協 だ よ り 第31号

ご存じですか？
暮らしを支える福祉サービス利用援助事業

（日常生活自立支援事業）

利用できる方
○高齢や障害のため日常生活上の判断に不安のある方（医師による認知症の診断や療育手帳、

精神障害者保健福祉手帳の有無は問いません。）

○社会福祉協議会との契約によりサービスを提供するため、ご本人の利用意思の確認と契約の

締結が可能な程度の判断能力が必要です。

サービス内容
○基本的サービス

・福祉サービスの情報提供や利用のお手伝い

・役所での手続に関するお手伝い

・ご本人宛に送られる書類の確認 など

○基本的サービスに伴うサービス

・福祉サービス利用料のお支払いのお手伝い

・金融機関での預金の預け入れのお手伝い

・預金通帳、年金手帳など大切な書類等の預かり など

サービスのしくみ

利用者

相 談 訪 問 サービス提供

専門員 生活支援員

島原市社会福祉協議会

サービス利用料
○福祉サービス等についての相談 無料

○ご本人に代わって行う預金の預け入れ、福祉サービスや役所の手続 １回 １,０００円

○書類等の保管 実費

利用申込み、問い合わせ
○島原市社会福祉協議会（福祉あんしんセンター島原）

島原市霊南1-17（島原市福祉センター内） 電話６３－３８５５

「福祉サービスを利用したいけれど、手続の仕方がわからない」「市役所からの手紙の

内容がわからない」…みなさんの周りで、このようなことで困っている方はいませんか？

このようなとき、安心して暮らせるようにお手伝いをするのが「福祉サービス利用援助

事業」です。社会福祉協議会に登録された生活支援員が定期的に訪問し、福祉サービスの

利用のお手伝いなどをするものです。

川
崎
清
老
人
福
祉
基
金
か
ら

福
祉
活
動
用
の
車
両
を
寄
贈
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母子家庭の母・寡婦のための

パソコン講習会受講者を追加募集！
■受講対象 次の①～③の

すべてを満たす方を優先

的に受講対象とします。

①島原市・雲仙市・南島

原市に居住する母子家

庭の母または寡婦の方

②長崎県ひとり親家庭等自立促進センター(YELL

ながさき)に求職登録し、早期に就職(転職)を

希望する方

③研修会の全日程(7日間。計28時間)を受講し、

日商PC検定試験3級を受験する方

■受講定員 若干名(先着順)

■締切 10月3日(水)必着

■受講料 無料(ただし、ﾃｷｽﾄ代および受験料を負

担していただきます。10,040円)

■日時 10月7日～10月21日、11月11日～12月2日の

間の毎週日曜日 10時30分～12時30分、13時30分

～15時30分（講習終了後、検定試験を受験してい

ただきます。実施日は後日決定）

■会場 株式会社ピーシーベース 教室（島原市先

魁町1163-50 ℡:64-5224 島原駅下車徒歩10分)

■申込方法および申込先(問い合わせ先)

〒852-8555

長崎市茂里町3-24(長崎県総合福祉センター2階)

YELLながさき(長崎県ひとり親家庭等自立促進セ

ンター)

TEL・FAX:095-894-9953

寄
贈
さ
れ
た
車
と
木
下
会
長
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